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巻頭言
西草田稔一

 !.0月はじめ人工衛星第/一壱の打上げに成功凱・て絢1ケ
 月後には犬を乗せた第2号の打上げ成功一でソ連の科学技術陣

 や行政擦雛㍗㌔更に掘り下げて入文科学と自然科学部.
 門の学千数比靴とと公言教育体翻の間一題にまでわたりて・
 ソ達株がすっかり上がった感があり、'グゾスやアイクの演説・

 をニュ'スで見聞したとき私は一それが云いわけや負けおしみ一

 に嚢駿海た嚇三二。蕪の後新聞籍誌などに各方面の識者が同七'様

 な見鰍述=べて畔れる紙工・ギ皿や今工衛蝉係あ仕・
 事を統轄・する機構'の新設とか、自然科学部門一教育あ強化とか

 其の鮒伝えら紅るニュースは、.もし干れが本気だとし泌
 語るに藩ち・たと云うべき一で、親米派ならヂレッタイ.レ、親ソ
 .旅なら見タコトかと.云うところだるう。

 イデ者ロギーの褐異、それによる政治体髄の・相薬について

 慎一一応ノーコメントだが、自然の法則には頭を下げ.ざるを得
 な.い立.揚侭雇る。讐だ。自然の法則に従って、歴史を改める人

 工衛星孤紅上は成功と云う事実年対して1㌔アメリ易だろう
 一と科学技術の進歩に.驚き・,国係者の努力とチエえ敬意をさム
 げるの紅遠慮肌・る重い。
 仮に工C遭巫と人コ:衛星関係に注入された一経費とチエと時

 間を水産資源の解弱と漁況予報だ向けたとしたら今の我々に

 はとてもむつかしいと思っていることも、フケなく判って'し

 まう様な気がする。

 何とも判断の資・料がなv・から全一くの推量に過一ぎないけれど

 も、ソ違だって人工蟹星だけの経費'とチエを水産ぬ壕榊すて・

 いるとは考えられない。だから水産資源の解撹や漁具予籔が
 世界一の水藍国と自負する日本より進んで,いるこ二ご点あるま

 レと気休めしたいところだが1オット詩(よ、マ
 押}工・



 歩カの準断がソ違にダン抜かれた‡メIリガのあ.わてぶりちや.
 ないか重気がか6にも一な多。、
 いろk・ろの箏に当つそ二つぎつ一めて行くと8本人の将来の

 生活一向土の'ため。に三法ξ一。産尼制1限。拒。よ二る一人口め新二滅一と科学技爾

 の養興が国策あ両輪でなけ恥ぱなちぬと一思わ.れるめ.セあるカ、
 これを水産に亭て。はめると漁薬人口の一漸滅と率産弗験研究湾∵≡
 拡充.で一奉るザ国も一神・方庁もちよう一ど一ン・エタ、キでン、ユ退治率・
 する蝉も・、芦よ^も根枇ふれて吋吋事の紬た支路
 する・I雛蝉合を重めて・堆域宇あげて'ハ平の発鮒蝉亨.
 葵施すれ惟ノ)エ㍗一キ・今ハエ取機も・ル'宇・だくなると雫.様ト
 抜本竿禅学的牢:方策を強有に実行一レても一ら㍗たい寺1のだ二、一I1一

 }2千。一..



米之津種子場概況
養殖部

 李果の海苔養殖業は鑓鮒率帯い窺鈍紳・な'午よって。
 一大き・鱗害をうけ・パ坤の褐題点辛はらん坤午がら.
 榊穫盛印へ帯一に米之津種子卵宇内書切率,遠㌻竿;;I
 福軌熊本県下などから餌付の俵額が多く・剛隼甲†れて
 い苧が、今年度当地先に・おける種子付枚、数年下表の如く一昨午
 に蝉レ、㍗叩ヰー午増岬し㍗千3鶴織亭、・
 二.l1紗.網ひび。諭泌肘赫一本場では当地先が

 姑≠・、1・3枚.・1.・1枚叩・・李十秤事象県一唯一の種子場
 県・内1i・68428.ユ・400.2,9q.1.

 帰…牛・二・・;・・岬♀.～・・。で叫叉竹隼
 佐賀・・リ・・6二丁.、一.頼'率の程柵昨
 福肌…乱・伽・一'」'.完全ならしあるた
 熊本43ρ工.600片・一
 小計。。・。舳。__め・串本市警宿か

 、、二.,、らの岬㌻。て
 ・々.㍗、目方1ら・.・昇・..・戸咋.鵯臨粁卜.年率み一卒.
 9㌣叩率叩?㌧と同時叩干鷲必要民調華も行っ午σ.
 詳卵管郊㌣まり.次詰一ζ｢うしお」紙キで撃紡る亭㌧
 醐その他・、㍗つ、・て商学に細らせします。、

 §海況

 .雫牢鯛・中の海象気象は別図表の如くで・ヲ月下旬.からノ0
 ㍗日を頂点として上昇気味の水温は甲その穣戦降下し
 て打って7日汗は最低224度牛卒?たへ!0冒貨峰父上
 科して殆んξ23度以上となつ走。レかし〃舳ら再び
 鑑下して2島5琴以下けり、㍗弓苧ら竿㍗琴舎と午
 って率動少ザ.安定しも,
 ;.手g水軍を箪年(2ク年か字3ρ年までのア均値)に比較
 すると、9月下旬は2度r江上鱈1釜を示していたが、/0月

.3'一



 3目前後には倒紅大挙がなくな戸た。こ.紙一時櫛現象
 セ・圓岬叉・・壷内匁低目と管つ㌔しカ・し・・目から
 !6目ヒかけては反対遂高温とな{り・大伽に心配されたが、
 毛の義は殆んど②よ～!度低固となりて順.調な水温.低下が

 参舳・一た一千昨よ坤を雫㍗準時胴張子テがな
 されたのは遼感であった。

 一方比重は1!月/2'目の一2q000以下に低予した一興外

 壁細七毎日勤・具上で特に…月中旬か亭は・予・g以
 。上と漁期の進むにっ枇セ高比重どたり、大きな河川水.の影

 響をうけな小当地先では、比重の低下・は心配ないようであ..。
 る。

 な嘉二今年は比較的静穏な目'が続き、!0月!7日時化

 模様とな?た糺・・月払臓ま.で殆んど坪続きで波浪
 が少く、のり胞テの誘発条件としての風力は不溝足なもの
 であった二一

 §張込みと移殖

 例年張込みは70月.20目I読後の潮時になされるめが通

 .一例となつてレ・て成挑して吋苧・・今郷7月下軍上即
 た・如く、一時南にも22度合の水温降下がみられたた"め梛
 張込み臓験的牟もgで字あるが9舶ζ目付叫㌔そ一
 れ以来・・.月!日まで断輝的に張込ら桁われたへ海況不・
 一良を意とせず7日からは本格的張込み顛に入り、14目ま

 での一週間に殆ん一と大半を終アIした。,I'一

 秒郎/9月!5日橿周県へ∵部なして以来一0月"
 日がち県外のものぷ下記の如き・多少の不安を抑えて蘭始さ

 れ、30目まセに約80弗を終了したぺ雫内gものは†記
 のとおり一濁だけの懸子付けでは着生が充分でなかったの

 で、後㌣潮に帥・七!/月6日に李I面的に行うて㌻・る。
 §着生状況

 一今年始めて梅書芽が発見されたのは9月27侵昨年取残、
一4一



 レ9女竹一であ亭.苧、,イ0月・帥牽ヲて・月・、0日頃蛸
 りに使用した琴竹の断面k37芦ダ身翠秤の幸二9苧割合多
 くみら岬頬融みめ瞬.竿.ダ・翻され和郡みが終っ
 てμ日頃坤雌咋岬.を検帥.亭が一蝉の40
 日過ぎになっても・・網ひ岬惇・!鰍郎平均6.ケ・浮、ひ苧
 では7・ケの海苔がみられる'だけで堀しかも纏湊の華が著し
 くr牛ラーが一あ。つ一で、例年にな小恵い穿つき=一となっている。

 そのため県内務麓の分は/4月⊥匂までに苧I期し乍のであ
 る苧、早期娯ものは30.日渠なると内腹で認めら枠るよう
 になり・耳2・次。目も相当着生して那び!脇雫1こ平均争0
 ケ以上、一浮ひホでは50ク以上よ急増して、いわ嘩る…寸ポ

 亨ソ芽群塗」をなレ仰れ.干して連建て(20冨遇ぎ)
 のも㍗・潮即検鏡.し千.争ると一郎びでは平均印ケ
 の海苔芽がみられたが・印は2次茅に占る岬以坪秋
 胞子(中涯一)の養生が多かったためと思われ、上記海苔

 の好転と鋳せ考えると着肯される。

 牢岡?.「アオノリ」の着生は早期のもの撃多くみられる
 外シネトラ」｢リクモホラ」などのけい藻類の着隼も目.

 立つたが・上遅建てρもgは非常午箏./二珪って・・岬癌
 ぎの張込みダ適稗てあつ郎うに思坤る。キこ・ろセ毒え.
 ら、れるのは、当地先の海苔が早生種であ?て。。麺品が働県

 外のもgに触りするハヅデイをカバプる賊で句・多少
 の不安はあっても早期に種子付けして、。皐く一市場へ萬すこ
 とが最善で牢液いか、又この場合晩生種と弾ぜ養殖して漁

 期を永享∫かせる方法はない,か、.経営上の問題ではあ.るが注
 目一されねばならないと思う。

 最後に昨年の如き「芽いたみ」は認められなかったが、

 ノイ月/0目窺に埼地先ではすで紀恐るべきデ赤くされ病」
 の初期症状字認められておるgでミ.各地先ともヂ声111.宇
 ひびが.急増..してやふ一密櫨の傾向毒あるよ=う.であるか.ら、仲

`・51



 .長にだけ・留意・せず潮通一一しを圭く∵することム岡'靴、適当な

 素・萬を忘戦1/∵'よ?㌣;,蹄を喚秤レてお㍍
 ・〆・一■・(s記〕

米之津.種子場海況
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 サバ標識放流
 、・.・コ竹.†車了

 .プ、..{、、・、徳辛1・陽二野・.
 概=.混・・'ピーI㌧1川い・

 ノ;.東支那海のサバ漁場、'=/・0月上旬の箪愉に嫡ま・ケ日を遼
 糧道うに一つ加漁獲はI急壷・に増加している現.在、・.海馬暖流開発

 一一雫業の一つとして・歩パの漁況調査及ぴ標識放流を実施した
 一σで“一その時の概一票兇記する.oなお本調養は亀木野市1の波村

 永摩迄k琢属鉛尻2・3九二丸一(9Z93トン340肝)に便1乗じて
 実施した。一本船は.歩・パ船としては犬塾に属しているものふ季

 一節風の強い当海域では、ひどい優れの悪条件にもかムわらず、

 章垣島附近より2時間おきに表面水温を測定、・漁場一の選定胆.二

 万全を期して一南下した。叉・令船聞に於て漁況の模様を無線違.
 給している似で、今回は歯航海の艦験に合せ考えて、28-20
 近/24r30'囲附症より調査を開始した。当時漁場は犬俸、
 '・2つに分かれそ粗り、一郎ぢ①28「!5亙/24→7理職匠。

 ②2.・巾理/咋湖騎近であへ.(なお漁場の鰯の
 状況は別項で,記する。)一
 ∵'漁場ピ入るとぺ水温測定一を、・たえま'なく行い、・叉路・は謙厨

 憧をもち亭探亨利用しつ.)グ㍗㌃スをなし魚探発見に
 努めた。。

漁況

 魚探の反応で碑せられたことは弔記録紙に小さく反応を示

 していても、一家にして4～‡000〆①滋養があつ.走。

 浮上調率く.ξ浮上鯛5分)特締付き卒く・釣餌一回
 分で30'～40尾釣獲踏来た・'(魚探記録雫一図)
 最後の日(.ぐク目牽).はかく.鮒あつた・どの日の.模様は、

 琴初の小さ岬欝のものら・魚探に記録さ.へ浮上後も見えて
 は、すぐ消えるということを繰り返していた、約/時間位し

 =・.8一



 .して伽た、約!時間.位して!寄贈戸0牟壌より残狂弩付狐良く
 なり・釣れば釣る煙ど。それ以上に・魚野が濃雫叩るように
 思われた。東支那海ならで硅壕1見,られな私状況であつ牟g(魚
 探記録第3図)この壷唇50ぴ〆釣り揚げた漁船があった模様。

 水漏は助34島6度の非常に率化が薯レく・表爵水温.干り
 5・0米の水温は幾分高温で表面水温は243徴47度が好漁で

 あ.つ走。.・一

 面目本海況旬報による潮目と漁場の閤係は28度線附近に
 彊り・寓して一価る冷水、・潮目敏状況からして東側の潮目騎涯が

 媛一機竈儲添幸b迎伽るも昨年は酋翻であり、との一事から今後の漁
 騒轟憲跳メ小成1伽は論の予測尋の手がかりになりそうである。
(海況図参照)

標識放流

 !!膚善茱目及!5目の雨夜に亘り漁獲したナハ〃り0尾、
 につドて・釣蕩直後、無・キズたものを選び、叉長を.触'しで鼠
 ヒ・レの・付根の処に標識を附し次々に旗滅、k岬で卒鯛蹄・に一I
 各枝掻菰産.願伽ま寺。

 'た括軽識燃壷潟1艦'(下図参照)のもので◎Bノ・率0ノ、/99θ
 とハ北!60/～4740のものの二種類である。
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魚群探知機記録
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 さば釣漁業試験記録

釣具種類
 鈎の種類
 鈎の大きさ
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 愚・・畳

擬業醐蘭

操業位置

天候
気.溶
風向風力
 波・演

流向流速
水温

 焦深による鋳泳深度

 蹴鏑嚢峨、.鼠
 繭一..地j蜜
釣具種別寧沸天嗣
 使用釣鈎数・

 浮上の騨'
 瀞の大小農簿
鎌睡百一一

 妻卸羅類㍗一
機鰯鎖
ゴマ

爾堺丁

 ゴ神{干

不明

丸二丸航跡図



 10月の東海まぐろ、かじき延縄漁況

漁業部

漁混概要一

 支郡東海で練手るまぐろかじき章延縄漁船咋児島溝パ
 苧鉛は・前月のデ隻叩ぺ/8隻と'なり・さ!ま漁況の活発'
 にともないきばの活餌牟捷鳳二する東海の・延縄蹄場も前月の∴I
 男女群島沖から.滴下し2ラー30度亙、/241・./ヌ9度、
 .理の海域と移動し魚種の主体も一く一季杜しき・からしうか←き
 と'なり、上一物の漁獲率∠%諭後となつて全俸としての漁獲

 卵前月と褒っていな㌧今月の漁況で竿好漁を系ト.た・
 '漁場はべ肌{岬!24・/29度固の海域で!㌃/3耳
 触し千上物名・・0軍.前後一サメ類5・・.一60・貫の
 漁幸見てい孕。く一手及ぴ一しろかじきの魚牢はし子かじきで
 は先月午比し稽大型となり!0貫・/5貫にモ二ドが率.り
 ・.・貴台も率1漁事され・1るかP喜ではバ貫一5g率
 にモードが現われている。

 冬罐'隻の擬業踏ではあるが奄美大島東方沖で操率した漁
 一船は、きはだを混じえた上物漁獲率43ヲ%、ナメ類2毎Z

 「4晶軸野摘をなしている。
(文責竹下).
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 10月の漁況調査表
 自32年9月2μ日翻養船数!8隻
 至・・姉棚鰹覇1;鵜

10月延縄漁業漁況図



 東支那海サバ漁況

 昭和32年10月分　鹿児島水試
 /一一0月.9員東支.郡海.ナハ・漁船の翻入港以莱臨埴棲港往遠目I

 ナハ漁船で賑偉って.レ・一一喜。.

 ・・月の鮒・島溝延入準鰍・・乏給水揚ソ・打予千賀と
 な?.ている。主撤.場熔上旬5・0!・(農林漁区以下同じ)5/4・中

 旬ぱ;50叉502,49具I及機冬52エ5一ノ5の北緯事Z30r2?
 /0、東経/2‡μσF!2ξ20'と竿漁魁塔筋と共犯広範匿k・わた
 っており下旬はぶ03を中心とした北緯2ξ30-2Zσ0東艦、.・

 ・・幼・十グ・・初め悔区にて一集中1操葉を宇してい孔へぐ.
 の漁船岳こて5/年5ギ5;546で一も操業して1いるがまだ好漁を
 収疹ていない。
 漁況は上旬は,芳しいものではないが!5目以!降においては括

 発な漁を見辛てヤ・る.(一晩〃00{耳000川魚群の凄上は良1
 好であるが餌付の方にやム難点がある嬢様、マ1フ・リ歩バ多く.

 .点g漕琴宇多岬あ∵靹=難と麟批艀均蝉・ 一は坤択一些竜一印そM6・
 鵡は上旬端㈹躯摩を示していたが下旬にお㌃・ては脇σ''
 .1千0に下降している⑦水溝の薯い1変化惇今の1甲あま岬
 1め1られな1伽岬昨よりは低目を呈してい机
 '今礎水温あ嬢下及東支部海水系の勢力を考慮した場合今後漁

 場姐白'思」の方に穆率すると患はれ亭。

 」t6」.一



 サバハネ釣漁場図

 漁獲のあった農林漁区番号



呆流魚

 "からすみ"を育てる
一'..''..白石良嬢'

 ボラ卵で呑るI・1そ七セ紬昨詰春酒廠で最高線晶一と
 し七珍重がられる.rからすみユと浸る素徒酒豪を以って任ず
 る人々なら講をも知らで咋畜;審せある。・どεろ一藻斌め本当の
 価檀を知らない?.本県の業者がいまだに租を令蓬・レそ江呑事

 は甚だ心外に堪え杜い。

 私牟本県亨孤・の声をあげため紅昭和26年で馳5†とな.
 つて、★抽までは長崎県か私をも㍗も音下仰たδ私
 の祖・先は壷克島県で死花を豪かせる.のが備然多くもしたがっ
 て親の塩卵は全国そ年間/¢θ6δ腹の内5000腹が鹿児

 島県産れである。。ととろが親の喜り00腹が麗兎島県で私を
 育て一くれるのは3弁ノ/の4600腹で3分ノ2のユ400
 腹位は主に長崎県・に身売するのが毎年あ常例である。このよ一

 うに鹿児島県の人は私を良く育てくれな.恥;'一斉育てくれ低い.

 一の柵凌ぐ.二で育ψ鮒め素養が乏しル㌔一一一一一
 永産課や試験場の技鮪さんぽ毎年今頃になると産婆役として

 方4の親え（塩卵)から引張りだ七ぞ一ある6「か・らすみ鍾遺
 .軸を舳め神ら・年と・いう歳月垂揮れ・るのに、どう仁
 て業者は一からす参製蓬技術を修得てきたbだろうかJ・とは.技

 師さ千の一嘆鮒ある・=・…三・・私も同鮒一・∴.
 この悶試験場た業者の工氏一が来て盟技師から、からすみ製

 造指導を一受げ廷、一丁氏の質商と握技師の解説は徹頭徹尾、1基

 礎技術で始慈し平ヵい・か苧わtい一点も着手亭争けれども・・
 成る.程〃Iとうなづける応蓉一於多か.りたので興味釣なところを

 録音してみ走。一
 一'一○

 ・一1-8一一



 ・:からす一み製造で食盤が大きな.役自ぎもって・い戸.苧・この
 ・食塩の効果畔う千しキ和I<、

 理:そう干す、.か亭すみに嫌Iらず食塩」壮魚介類の加工遜'程に
 は必ず使用せおぱならぬ大事な撃目をもつ'ておりま.す。

 .・・しかしながξ唆箪は億躍が安くど一こ干も簡単偉人手でき
 1る似・碓g岬と効郎州て氏、大量に鯛亨る業率
 一・です嫡らな・いト厳馳去うて奪率俸食岬最でもあ・り・.
 薬胴でも'あり、一醐蔚でも亭辛のだ・から㌧準用として
 どん一脇琴・があ瞭薬用でどん午、亨＼めがあるへ・工岬

 ㌣ど柵鯛があるか答えら嘆蜂一～
 ゴ1∵カ・・らす卵?I㌃・て食率・が・ど砂ば嘩紅きをし・・幸す牝
 掴:・そ枠は沢山ある。第∵㌍或亭程度ρ操・蔵竿をつけ亭、.第

 二に加コ;過程で脱水乾果占いう犬き抵作用を.も2、.・策三・

 に一律呈味盲劾碑分・の潭失を防ぐ錦甲に年製'昂に亭よ?Iカ。

 をつけるげ馳はあ・らすみの過鰍油宅宇るなどか㍗
 玄の効思をもっていち。

 工;金塩1が擦・蔵.力を働けるわけはどうしててしタ.う。.

 E∴鯛:自体=防雫作用法舳一とも午嚢難11その藍郎よマ.
 一二{工機1脚内徹水分との間㌍交流静豪牢牽娃・じ{.金牌律内部に
 .・・1I浸・透し濃厚噛水・を形成し{た坤に鮮度変作φ頂国となる

 ζう素一咋周宇困難に㌔更に鰍榊をなす'蕾紬牽
 ∵責を困難に一し、。その穣能を抑へるからであ呑。{
 T:一・すうすると沢汕の食蟻を使え揖保藤大丈夫といえるの電

 すIね。

 遇:、そう考峯るの1二余自然でもあるが、湿窺ζρI罰擦を舜頚か一

 ・ら離・し千;舳枇へ・.可馳食竿雛でも渥.度が鮒れ.
 ば腐敗する。鑑魚が殆んど箪分で.飽和:レていても潟I度が
 沸0度附近でほ'週間位で腐敗し」!0度前後では殆ん.

 ど腐敗しない・という或る・学茸の実・験発表が妾る・位である。.
 T:食塩一を使いすぎて却って悪くなることはありませんか。

岬19'



 理:ごの調は生釦ストρ面に・触手影響す'季け純亭・一

 神程から苧える1㍗万華として叩1塩川.午雫一剰な
 位が好まIしい。÷亨'

 τ:.・からすみ・製造躍で一脱塩、をせね鮒一事.なヅであ
 るから使用する娃質はI考二える必要はありま.せ'んねら

 理I:そb間一題が一番犬事です。脱塩するのだ声・'ら良・質塩を隼
 用することは無駄である一と1バ:う考え方が最も嫉む一ぺ一き.こ

 止です“良.質塩になればなるほ一とかずかずの期果を容易=
 に発揮してぐ丸る。悪質塩になると苦土塩類な・どの不純
 .物が'混っ一ているから;浸透がおそく、したがって脱塩原。

 1と∴それ〆か1か」柔かであ.る二千肉質が固くと.㌣ぱ干
 とン、う拙い結果になる。

 r:一脱水作用はと与して窓さ、牝谷で一レよう。・

 町.前にも雪う糾う・佐食塩の浸牽牛を.生かさ・ね一はならなレ、
 一魚肉内に浸姦.するには水秀と塩分との交流で肉・組織に毛'

 管ができ・る。・つ.まり食塩が肉組1譲吾こ細いトン・ネル・声つく

 る。・こρトンネルで水分は外へ出易く一な・るのセある。
 ま一し1て魚卵である、ホラの・卵は経が!ミリで一腹に3'0

 。一'万粒といは牝ている。つまり一粒一粒卵膜セ包まれ…ζ'
 .'の数十万輝が坪巣膜とwう宰で包まれ一ているの。であ一るか
 ら食塩叩苧したり、'水分を抜いたりする甲は魚肉組
 !識の場食よ一りも、むつかしいこ。とがわかるでしよう。は

 ヒめ食塩は卵巣膜という壁にトンネ〃をつく.り、段々内.

 ̂部に浸透し、更に深部の卵膜午トソネルーをつくるという
 沢山g段階を経ることによって一、I卵梓全部が食塩がよく

 1∴利き、叉脱水し易いように肘る0.こふでつけ加えたV・こ.
 とは魚肉舳の商臓一に比'獣比率欺率お干いの'で・魚卵

 ∴・ρ処置を後翅ルた,しても養し?加えないよ・うに書今が1ち
 ・である。牟る寧と魚卵依内臓よ.りも.ズツト・腐敗苧おそい。
 I凝獲された魚侮直'ち1に死して一もその卵一はまだ数I時間そあ
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 .生・命力一(票毎きる一二力)亀も?=(。い二る.から内野の・よう犯痘
 ちに変仰進ま序いか弓であ㍗魚輿の.隼舜抑.あ.る内一
 に娃漬の工程をすぺ㍉婁机搬変作・㌧ψ1一秒午し
 し・ても死杵㍗て。し童え.牢蝉の惇乍=らぎが叩くな・
 る。。漁獲1ピ牟魚偉直芦隼煎死き単子.建鮮度裸逢よ木耳な
 一・嚢一服'なるφ=一胴二岬乍もあるが?鮮度叩勇一で率塩の1
 効一果が大.いに。影・饗す一る・ρ.

 工・:塩抜ききに・かなり'妙櫛。.水溝㍗ヵ㌔..も?.幸二能率炸
 薬剤でも使っ.確塩する々郎あ.り声せん一カ㌔・

 亙。:単に鞍嬢き発け野=目一蝉四あれば脱塩琴を使?こと住容易
 であIる。'。たとえ揖、かき.しぶの稀釈揮年漬gる'と数倍の

 効果があるヴれども製品の亀沢が平常でな.へというような
 な欠点があ.る。レかし氷即蝉ぎ†狙は・鯛かか・
 ふるた一めに魚與の鮭箪が鞍ちるとレ・う琴緯カ1あ・るので・静,

 水でな1・一ゆるや叩水が第1仕掛けと卒るとズ半。1牢
 力よくなる。

 』:七うす牝滋舛さらずと雛がよレ㍗・・ヂ郎一れ
 るニモ・ミホグソ依、レなぐと」.もすむこと年なつ1・意.すねb,

 跳こ枇跳鮒拭牢クシ'風水漬時間作ゾる咋にな
 'る'がこれ弔はモIヅ11大靴郎がある1鋼率は塩餓け
 ・では雌カ…パヲバラに一離れるもの'であ㍗ら二・・ψモ1
 で糖ちよづ曲あ一る卵た・ん白質が艘か.ら滞り・雌机て

 、・躯坪・字一互に精一着し"からすみ"色喩つ・て坤二柵か・らすみ"
 特有の鐙麟.りの・ものとなるら今一つは輔巣膜を柔鞍.にす

 る目的をもってい亭誹鑑抜一まで水滴猪固一呼・桑す念たり、
 流水操作卵げしか舳りする・と鵬漢咋・喜が・今一どく
 一・なつ.て破れることが一券い㌧一ζのモミーは塊巣嬢〔写・セソイ…

 ヵ一一ワ雛雫・弓ヵ1に蝸張力を均等にするため㍗1一ミであ
 るポだ・から.あく.去・辛もモ1操1作であって1燃.鮒紅で
 一岬ではな,宇・帥のであ」るぺ(・平なめし製・造の二と・ぎ・石灰.
 ～=一2111'



 戻し作業あ後Iにモミ咋棄を行う'あと同じ意。牢をもら)
 ポ血圧や乾燥のと一き平撃手.」呼鰍縞を上下に敷くこ

 とは衛生駒効果は一か歩ですか。、

 理:衛生的な面よgも他に大事な役割を幸ってル・るb二晒木縞
 は水分に対して・毛細殴引作用を働かすカが大きいから、I

 一本舳勿論、娃分を含んだ液丈卵油などを警ル・萬.ず物理
 作用.辛してくれるの七巻る・(だか咋布と㌃・うて.も・逓
 一頃はヤり㍗々一ロン積毒とはこの点全納のに決らない)
 〃かぢすみ"の製造澄慈で、外表面の浅v・部分と深部と

 の砲水量が一癖でなかったり、文もう一寸脱塩せねばな一

 ち牢.い.芦合三或は卵巣膜の引一張り具合が柚然であった
 り・一讐・には漏れ率で外字面を早み込むと・この木鰯布
 はたえ.ま雫之毛細吸水作用車1し下財るから、乾鐸の進
 行が即かに舳・したがって馳布は壌からくなり・
 油でよ苧れるので、幾度も洗いし擦りあものと替えるこ
 とを必要と一するよう健なる◎l

 T:乾燥過程でアルコ・一ルやショウチュダを外表岡に塗る.の
 はとん珪二効果がありま一す.か。・

 田:表面に一村一いたよくない・ばいき=んの浸入を防ぐつま.り防腐

 の投誰㍗とある」交倉卵の熟成を勘長し、風味あるもの
 にする'或はヒビワIソと表面乾固を防ぐために大ル・に役立

 つの一であ'る。

 叉:製品の仕上げで表面に食用.油を盤石のは“一どんな葡果が

 ありますか。

 .理11食用油坤ことは・製作熟と色つ畔よ付る・
 .叉保蔵枇逓乾晶とならぬよう一た卵歩滅り.防止に・肖
 一がぴの拳生を防ぐなどの役目をもっている。だから碧香
 'が1あり女ラ歩ラしていてペタツカなΨ・・植物油がよい～=と

 一一になる。騎馬不乾隆油で塗ったとき浸み汲み'がよく、つ

 .まり延びが利く蒲が理想である0'具俸酌健吉えば乾糧漉一
一22出'



 (糖実油、醐腺†毒帝葉穫坤等〉ピり.も不乾性滴一(落花生

 オリーブ)・を㌣7ぺ'き㍗。
 、。O一一一

 以岬鐸郎終ったよう'であ和け牟ど㍉私をよく音下.あ
 げて・い1馳“の録散もう一つ輸足して叶ぶ・ぎ㌣ビー
 .一と1があ和そ午は・1どの搾拳で'も短率苧おこ.・さすて叩!'に・
 気な紐やる態度が肝心で苧るこ午を.∵・講じ一もよく'譲
 。っている.ξとでありながら冒・牢洲‡か実雛は,や械い.もの
 なのマ、あえて録音から抜いたのかも知れ肢、が…。
 ノ1一一蝉・嚢議鰍二j1
 薙}、簗数

 耳“,・孔委員会初の水産見学記
.漁放課村尾一勉一

(一)

 R,I畢…ζ一アール鉋エフ、チー).吉'いうξと鮒H亙・
 δケジオ放送ですでに耳に親し垂紬轄締1る一ことでぼあろうが

 ・卸氏㌻・と一い'うとと1壬の欝筆鰺約した意馳叶
 では案外向殻q知ら牝て舳M下は率いかと思われる。そ
 こで・自由叩葎?現代新譲辞典を戸っぱり路叩調ぺそみ
 たら、「且a蔓iO亙aエ醐e重SDiセeOterの略㌧N亘Kの

 農事放送の取材;放送担当著。篭芳の職責の・うち整事魔嚢を

 専門的に担当、農家の啓率;賞民擢遵を行うため言分'だ取
 材したり、自らマイクに立って放送する得.}としてあ?え.o.

 I・一県の広報交奏課長が会鷹になり。農政・1二糸撃.」1川グ璃

 放課一千帆県庁外から農蕩達・農業共済氏蛸月・・事象
 台雫の各機関カ・ら辛れぞれ=・名の委貴を出い二損笥・してル・る
 R、亙雨・'二D委貴会は“理量K嚢扇一室旗送層・㌃ζ=噌さキい{1ある
 R、ペコ)の旛万機蘭であり筍あわ一せ'て県三2・「:1)わけ農興、

…23,



 ..様務、.一永一産各都行政の靴R浩一動をそ'の買的な～・し機能とし

 て括っ`も㍗叶.∴∵
(二)

 昇、・.亙、・季軍令鵬月二回軍かれ、.紬用口早・麓
 坤旗送局か弓碑送批鵬瓢送番艦にらwで各部門知ら
 瑳琴される費組q内容を審議しI決定するのであるが、本婦・第

 ∵次産拳咋占苧香水産業の分野率・・産業別人口上からも・
 生産平民所・帯上・からもぺまた県財政より支萬さ机る予韓榎上
 からみてもま一ことに・徴にたるものにすぎず、従ってこのこ.と

 が水産案の特殊笹亡・も相・まって、R、.五ベニD委貴会にお畔'る
 水産関係委員(事務分掌上おこがましくも私.が現在その委員

 をやっている中けであ岬ゴーの・孤立的な叩一を受けるのも・
 あ牢がち私の・ひがみからだけ来る1もの・とは碍えないの・である。
 一水産関係委員.と・し.て贈.て一いる私が実は水産に関して一体づぶ・の

 繁人セあるのだから、ましてやほかの農業“林業各部肝ぎ・を術
 壌する委員(・勿.論彼らはそ..れぞれの担・当.部門における,べ一テラ

 ・y.で・ある).か宇鷹.成1されるR、亙、ユ〕委員会が奏員会本来の.

 卓的であり荏昨ある農林・漁家の啓発・宣伝・鱗を十二.
 .争㌣遂行。し羊.伽く一ためには、委貴会自体。がもつと水産竜知ら
 一年け一ればならな・いるというよ・う恢わけで吟一回の定弼R、.亙、
 D委員会を紬た水率見学が企画された次鮒あつ・た。・

(三)

 .・十二月十二日二我.々。R㌧亙、一・P委貴会は山州町午あるかっ
 お託製遵工場と露闘町川尻地先に敷入さ札である定置縄を見
 学すべく塵帰島を出発した。.
 山州町では漁場組合長め取り訣らいで村山崖吉氏所有のか

 つお範製造耳場を見学させていたkくこと蟻できたσ一行の

 舳町到着が年敗なったにもかふわら亨・一当、ヲ早朝水揚げ
'24`



 されたか・つふ十数寄幸わざか苧戯・の帥にとつ一でお㍗・てく
 れ、新鮮なかつおを理り:勇いて頭部、内..麟を.除奉するところ

 から見ること雫で一中摩.今ダ・れ如もある大きな板を.
 何赦が並べて台とし、∵いか把も切れ疎め上ざそう氏独特の型
 牟した.包丁手・鰍炸薬式にか?榊肴宇紬・一.芦と琴の三
 部氾紬るところな.ど手さ・璋き・の。あざや・かな≒と二に音た同

 鮪を風つたぺ生的さ枇かつ舳まい乾.レ・・李争を;紬'
 でできた繊の・表面を劇・?て鑑形すぺ・そ雌天r一鴎㍗
 は地下室の中でかぴ・付が行芽)れ、・こρ貝乾かび付率何日か繰

 り一雄帆1工押1峻融戦・あかるい1かにも辱・始甲李製
 法一によ・る雛工羅かひ。ととおり見せてもら/㍉湊がら、雫肉レ
 て1れ午蒲麓の入や工場の人いろいろ議㍗蘭・∴たのでそ.
 るが・結局かつお紬学城理し製造するこ辛季畔
 製造工程が長期間ρわた5、.すべて;1が手工幾酌に処翠され手

 から大量生産瞬しいとい㍗とで加た・I辛'た本県gか卵
 お鮒産額の率いどとでト鯛内に知られている苧∴堆
 範や伊豆節U焼津飾等のよ・うにその産地1高踏一のも・のと.し1て一は

 衙とんあ斑ら娘1;仙・1杜、い、と・切ろ鷹悶に対し・て、・一これほ一本一・鼻県
 民1性三の二鋳紬=侯≒繊撤…触錠三三輸…&し、ての高壷のまづさか.ら来るもの.

 であって、特に各産.叩工面に・お、ては今後も・つ・一と商業輸省ツ

 驚練工:・幾㌘委在の㍗㌻㍗㍗一
 ζ四)

 舳町でかつお簸製遂工程を見干した一イは一や'湘千争1忙中
 I廷もが上わらず数々のため二にいろいろ手駆し。一書;;芸

 牝た瀦欝趨今長稀め輝合.醸.員の人やか・つ嘉鐙工誓書従業貴の

 1㌫二㍗㍗㍗㍗一∵㍗州
 服で㍗ぐ砂滋㍗㍗干董垂㍗∵た



 .表舳。㌧年後四結すぎ1組合所有の勢紅隻と組合が純頼ん
 でくれた蒸気脈参乗リ、一翻め唯見る定置融業に期待を
 カ1けながら郎萬、た。蛸は覇からラす寒い、目であったが、
 .海の上は殊に.顔年当る潮風が冷たヵ=1った。zξ十位の漁村の
 ノ壷.とい・和・柑馳乗り鮎で海牟から眺め光輝、村の風彰
 は,.、輝紬亭真一直ぐに突っ立つ七い・る島1・臨・岳の擬に'沈んでい
 1、卵坤坤靴磁/・松の枇。ともにごま一さに一鰯の.絵で
 上戸二箏蝉即納た衰・はさつ名1^ぐ卯に二隻の・
 .竿を㍗て鮎たぐり揚げひつ㌔老若混㍗舳6人
 の畔甲よい。雫紬人達氏1ヅ.着も静かに縄を飢つ・め
 て、1・作ぐ枇網の師㌔大きな期待を繭一肌にkてい
 ダ等の.人達と我・の眼敵たぐりI揚げられたとき・貫目た
 ㌧㌣.率だも足1Iを・峨午{・'そ㍗の囎として綱
 の献神よくはねてセニる鮒であったσI
 .かねて触漁業、とり叶定置の不振は恥園㍉記事等

 I七読ん一七はれ糸、'目の当。りに不漁の現実を見せつけらIれて・
 一行は驚き・と失整1と.裁観の入り混っ走複雑な思い吃舟を澤た
 一病しえ。・潮占・悪伽I㌣.と漁師の一人が説明してくれたが,彼
 一らにとってこ6ような事は日常茶飯事であるかのように無反

 応のまうゼあらたバれにしても我・の、今度の計画を心土く
 .I受け入れて一1、れパ手離文に充分尽1してくれた組合の稔
 員の人や組合貢の人々.が漁村の子供牽混えて、たそがれ時に
 組合事務所の前延並んで我々の帰・途につくのを見送ってくれ

 た渥憎は;一不漁にあえぐ'沿岸漁村にまつわる暗レ・ものをいく

 分で亭柔げてくれたようヒ感じ学れ・た。
 犬を乗せたソ㍑ヅ/の第二号人工衝、曇が打ちあげらへ

 .まさ炬宇宙科学へのホームラシ・墨一全世界を湧き立たせた現代
 科学の進李の反面に、ヤらイ文化、'ジヨヲモソ文化以前の難
 土器文化と呼・ばれてき一たであろう採取経済としての漁るう塑

 態とどれほどの姦歩林見られるか知れない水産業の現状(と
 ・二2.'&`



 パ宇け鑓馳よる激ろ1う璽態)が音する㍗.岬途中ス
㍗㍗1㍗㌻そあ㍗1
 献愉・・

 .一・本産蘭係ラ1ジオ枚挙と・して次の華組I(ソギュラー)・.芦あり

 ますの一で}・取材、放拳筆に御務力下さ㍗p
 ◎珊亘K全国放送(第1)

 毎遜土曜'日午前5時2.0分一4g分
 .◎醐亘K慶児島放送局第一放送一

 、∴イ樵村のし光り」一一ぐ穣轡鐵淡」川I'寿讐三・・.
 毎月'最終土曜目午前5時き帯勢・1』一6.時..

 出演者録音方式による、もの2000字経度

 ・一'主として漁家の経鷹・;技揮、生甲準善汽蘭・した:もの
 を申容と寺る。。
 ゴ早起鳥1」

 一金遇土曜日午箭5酵40分一50分・.

 メモ式こよるもの亭00g字程度

 ∴・…その雫巾技術指紅坤織書題二郎容と帆
 一'喝平.'師ラジオ南日李放送一・鰯罫紙

 「伸ひゆ<漁村」

 雫適ヰ即午苧4・時/0ト〆分
 断演者鐸吉方式によるも・の一(対談を歓迎)2000・

..予程度
 一対象は漁村を中一心とするが一般県民に対する水産。紫

 の帯分をも薬鮒ものを内容冷る。.

 1・千2?一一



 、二牟1・・予、短二1信.'
 ・・暦は立冬を告げた;一瞬すら見る{こと舶来ぬ島で.は一せ.
 みの鰭く常緑の嚢.山を仰いで季節感のずれにあらためて驚

 く。秋の気舳を感じとる∴うと勢力し一でも・仙さ帆琴か
 把ぞ生ずるススキの外は夏の景准乏のまムから強熱な陽光一

 ・を取り去りた.といった感じしかなレ㌔一し・かしミイ手.ソ(・北
 ..西)の季麓風一体沸に白波を立たせ“朝夕も1めつ=き'り寒さを
 覚.える此頃ではある。

 0台風の春節が過ぎ去ったと、喜1ぶ反面、、翻年通りの渇水難一秘
 訣牝る。台風には・300鰯以上も降るのに、こi・仏0目聞
 というも、の/0・二翻以上簿ったのは憾か/貝。流域.の少汝1伽

 亭の電力はひ夢ら。ぴ・電㍗在って縦に尊しへ/本!
 円のローソク・の方が返って窮.るい0工技鯖は離日石糖ラン

 プを賢って唯一花11・こうなると交叩恩恵に浴さぬ鋤(D
 ヲソプ生活者苧嶋の苦々より歓の夜乗を溝漢し・ているさわ・げ
 だ。

 ○先月一群島を榎琴した寓上総合開策委貴広州弘鮒議士が今=
 後の国会でr奄美犬島は三ミ世紀選描て'いる。'長い藺巻し

 んで菜た人達年行政、政治の貧困をなめさせたくない。

 .徹底舳施雫一亨鋳ずべき島主務大駄現地を見よ.4」と
 注目すべき串宰している一ミ世・即ひどいが文化膿
 れは否定し難い。まして水産繋に於ておや、である。

 ・雫近牝て舳ばに視鯛が鵜する。犬爵の実状を体得し
 てもらうことは緒穣なことである。たしかに島の複翼はめ

 ざましいもあである6二年師海であったところに立派注.撃一。
 湾が出来つムあり、遵鐘は整溝されて来た二島の各字較は
 殆んどコソクーリ、一ト稜舎となっている。クリ婚には動力が
 付き、網は合碑せん縫に変りっムある。しかしそれは見か

 けの復興であるといふたい。これらはその基礎に過ぎず、
728“



 それを消化活用発一暴させる層々畠崖め自覚紀むそ.裏の養興

 苧鮎まる査愚譜する・箏'{
 o//月5臥と一/0日・紅二野に早って璽麺溺奉瓢群来・高した。
 一富本文牽公社塞桑ビよる一。もの・で司。そ・れこそ一島はじまって'以
 来の=参1容に二町を挙げIての歓,迎であった。.一当場も見.学のスF
 スに入りべ庭には盈無一帯'種物盆裁の展示。。。..・分場長勲

 .蔵のソテツー.鉢が。雫.の要望に一より非売晶とレて赴晶.される
 など見事なもので一あつた。室内は水産一勤、種物穣・本と、水

 産加工品、貝穀類等土産品那売場と化'し特に体'長4まセン

 'チもある黒シキェピ標本の特別碑嘉靖曇き精らしく賑やかな

 一目であづも一・峠'

 o.本欄の人気者ハブ李も最近音・・苧汰なく冬鰻9率曜に忙しい
 冬うた自

 署さI表り・台風去り、ハ・プ公も去るく島にもやgと居心
 飽よい平.和枝季節が誘一れて来る⑰それにしても島の産業発'

 展のガン羊あ亭台.呼一ハブはとうに.か彼らんものか…一・・
 ス7+タニー㍗秘二帯出1う・咋ニニ、ご千く㌔..
 ・・Iそぼ翻二健斗壷祈・り'つ土こIの・辺でべ

 i'i月13目一一一G・S記・

一一29一



質問欄
根占漁業協同組合

 .二.∴池之壷正子..
 ・明・←一・1・月に鮎沖合けり…月1一・1柵牢で.行ミニくばし
 ょjうIか;1し1き・児一ついて如何なる目的で入り来るのかべ又如何な

 る一激流に於り、一文適度の氷混.は何度位が.遼渥玲、入る年もあ
 れ准ズらない年もあり沿葦をかル、滞する年もあ1㌧り沖合をか伽。・

 勝す一る年もあるが潮流か水漏の麹菌・ですかぺ其の後漁獲がな

 くイ国一つ七詰り.ますのでお知らせ下さいd

 箏・

 バショウカジキは率1州東北地一方以頃に・分布して殊に九州近海

 .に・多..く.池のカーシ・キ類と同.磁外洋降の魚ですが外洋陸の肉でも

 近海盤に近い穣です。バ山ク肘キカ1鹿児・島即入る・月
 一!!月の'闇は最も暖流勢力の強い時期になりますので従っ一

 て此の期間が鹿児島湾内も暖流勢力の影響の最も強伽親聞に

 ならますのでパジョウカ{クキが露黒島湾内.にか㌃・催する・毛の
 と考えられますO然し此の暖流勢・力一は東支那海で対島監流隼
 分岐して其の大.部分φ愉担停奄美人膚と種子ケ島の闇を濫っ

 て大平洋㌣μますがブ鮒九二/1隔馳種子ケ島闘の㎞わ
 ゆる大隅藩.狭を通過します。・こ・の。大樹海,狭・を通過する暖.流は
 年々福1連があり、ますので竃握・島湾内二にかい漉す.るバ・ショウカ

 gキの群も年タに.よ.り違いがある.と犀わこれます。.二劔ちバショ.
 ウカジキが寓鼠島湾内にかい落するのは夏期最も水温の昇温

 した時期肥麗娼島沿革の岸近くまで一乗勝一しその一部一は翻秩外

 洋水の勢午1陣って湾帆か押すると思われ晩承表面水温
 の鑑下と周時に湾外に移動すると考えら.弘一憂す。一一近年では昭
 和30年3/年頃が電挺島湾内が慶流勢力の影響あ弱かった年.

 の様です。叉御尋ねの適度の水温は箆児島近海では表面氷温

 が24度'打席早手に上昇する夢が腰・と馳れ・吏㌔
 、・.一3ρ÷



 叉偽離騒:⑳冒・斑は明で惇.あり青せん嘩大体湾内の幼魚を捕食

 する為の索餌か昨涼㌣かと㌣帆
 .告・部.{・'目・庸.。一..一・!

 〔養殖一部メモー〕
 エムi湾内.ノリ養.殖場サオ化ピ!5本建込bさ。ば魚体測定一・

落成式展示晶製作

 5高水市奉さくさσり指導のため、・小松・氏、九万個民

 と.交響も対馬暖流報告書作成

 7あさくさのり人工採菌ひ一ぴおよぴ移殖網ひび検鏡、

 溝尾久。弥氏黒螺貝輸送法につい一て椙燕を受・く

 i-4.犬'和産業、奥野秀吉、渡辺取鯵役。一竹せんい・縄茅付
 状況'臓敢・のため来場。・

 〔漁業部目雫・・〕・
 エ0.22ちどり丸第三次瀬魚礁業熱験のだ・め串硯

 照恵尭大I最上り帰港

 字・81ψ3毎渡噺一規事業につぎ水産部長査'定'・

 1.ユ・1山I川町草山民アイザメ漁業試験予茅柁め件だつき来訪。
 ち・どり丸第一三次瀬漁一終了

 8ち芝り丸講四次瀬魚'錯帆

 12竹下立徳留画技窃東支那海にお{・てさI漬放流1002尾.
 19実施・

 18照南丸第三次まぐろ航=海一パラIオ1亙、事向け踏叔t

 20'あと'りI丸第西次瀬魚怒了
 1㍗∵ぢIどり丸第五衣萬帆一

 '31.二㌧



 ㌻.∴'1一一ζ調∵査部・ポ誌〕
 ・1」珊■南種子竹崎:畿茅場謡坤養
 ユ1月㍗貫一.米之叩舛.甲.・.・l1二
 ・刈・漁鯛綱蕾純....一一'1二・一
 1エ摩一3。ア率多分セ・キ試率、、、..
 2ユト2明水質清濁予糖調査一

 20-30日.しゆん工式準鎗

 26-30日うしお轟集.

 !製声部賀り〕
 ユ。月23日一〃・からすみ"製遼一現地指'導、

 舳耐め鞘加.亭製造鱗琴㍗干㍗ので平田瀞…向
 う5一・日間め予定で魏飽べ.、

 1嚇蝸県漁違験一に課払秩目一燕彊長勅ζ'.
 =秩日産ポ㍗バ叶干.1製率を瞬と㌣試竿す
 る約東が成立し牟。

 I1、貞3i目フロニズソフニド量室∴小笠原杜員=来誠一・
 かつお煎汁の塗曝晶質。漉通讐め調査をもって

 1、峨・日仲g一†み・苧畔靖験露始
 一約500腹・め塩窮を馳走、9セ巻るが第…次処理がまづか

 ったため師g.が相当あって一がなり手ごす糺こσ調子
 なら乗員」杯はかレる'ものと予測される。

1五一月工日蒲田漁臨蔓伊東蟻栄氏来訪

 現在実施中のか一'らすみ製造状況を見学される。

 ユエ月明根出漁謡軽合員小国慶窮民からすみ襲遼実習

 自ら原料を持参し“これで手ほどきか.ら仕上ばまで、約4
 目聞に亘り、製拳技術を実施された。

 同氏の熱意ち態度は、賞づぺき・ものが多く,将来夫い・に。期
 待される。.

 ユエ月4貝製造工場の移築しゆん二〔検査
 一32」



 一いろいろ気をも幸し乍翠拳工蕩の管築工事が立浜に・終り建
 築諜のしゆん工積養がなされた。百

 11月5日製造コ;場の開霧寿、
 場長以下・関1裸場章、工事岩代表を・ど!一0一'名1;一一工場で調理台
 を並づ“?、ム師;レ帆視。宴がもたれた。

 ユ1月5目駄目漁協大山理事、からすみ製造で来訪

 製造替筋を兼ねて今日から.ずつと塑造実習さ'る。

 王ユ月7目…輝娃町原口銭駈来訪
 実施中のか一らすみ製造状況を見学さる。

 ユ'ユ骨'8偉齋'星工、一梅厨沫.械取駿投・来訪

 水揚で詩画している乾燥装置についてすぺての打合せをな

 す。

 ユエ月g日大根出漁彊組員坂下氏来訪

 案施中の"からすみ〃襲廷'状況ゆ.見学
 工・肘蝸う、1晩・一ソ戸・セトジ製造開始

 製造工場が移りて、一親たに彊え乍機鹸g諦琴雫碑績は良好一
 であるパケ月闇の如一シクをとりもどすためにg.ゾと率
 .・カ齢峠抱腹機ら湛蝸砥一で魚ラ舌胴は継続ξなろう。
 1工月zz冒元氷「監隷長酉氏来訪

 こ・の頃の・巻騨によ一着華獲焦.の魚煽を艦持するため、加工面
 で幸イ下きる綱の方途を試験するよ.う請牢る。

試
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 、.分.場.'固記』

 岬佃燃事苧によ千テロ壷砕立指導パ瀬戸内町実
 実ジ、∵亨一

 第二次かつお節加工試験(李壌)樹簿し,.34〆
 420・匁(246%)

 ユ5自照一南丸入港

 ふもめ丸鹿児島へ廼航の毛あ吉仁留出港一

 ユ6日三ツ芽副知事来場。観察

 20目虜犬和田働教授∴鹿児島へ帰枝。(÷べ人工秦歯
 研究つ・.'・}'

 22白かろお範試験勧奨終了.29〆3!0匁'(2ゑユ物

 ㍗終による1.㌣ナゴ苧甲導(卵1グ
 2㍗;つお卵乾後璃諸2.8〆方00匁(!'中1'

 .㍗李殖巣熱度習蛮ぺ及授苧実験.
 1・一・・垂㍗糠試験あ鯛堅牢
 r㍗㍗午雫鰍.竿鳥丸寄港1戸風!9去〆呼二一'

難)

 .坤.苧岬色紙'柳主事三、33舛予㍗平台せ?'
 だ一め.上富

 キ.ビオコ待網仕立指導(須薬事案)瀬戸内町挨.小
一彫

 3刀目復'興審議金岡由委員長、山添委員、及ホ望月総務I
 部長後翼状況視察のため来場一一

 31目望月総務部長一行油井小島ヘマk実I験状況観察

 Iu月一2巨岩倉技騎瀬魚一本釣漁業試験のため上釘

5圓関西観光団一行(22名)来場見学

 蝸ムロ懲網仕立指導(復衰事業)瀬戸内町笑久
 畠山一分轟良三梛主事箆児島から煽魯.

 ・3』.一



 g目.かつお飾加工試雫1カビ目亨一一27!8デρ冬
(1,Z3%)

 期第2次関西'観綱プ(!6脅)来勝見一学ら
 一一φ岬}

 繍・套・後'.二・記'一'ギー'・・

 ・`組桑挿して一家薮しき冬を待つ・・…海苔g種子榊も
 一段落し、黒・とした寒聾脊g繍み師を賛つ与次郎ケ浜の
 漁師の員=に植野みト光一りが射し込んで・hるようです6'北曄

 の米之津てはず.でに約3万碑の乾琴を樽た一とか。。一人工衛1星
 の統一ふと打1去あげられると書残軸轡1鯨奮界の上に大きく
 打ちあげられなレ;ものだろう。か。.養繍雛痘坤繰況を牟
 知らせしました。各地の海苔作況招知らせ乞う。

 ⑨寒とした千メソ.ト作?の養偉印.て繍三十六千来g本場事
 業報告書を一ひもとけば身をもって緩り合せた水産の麗史は毒

 ツホヅとして五体を狂きら芦.亭。さ午とか∫る業績に感謝こ
 そあれ羨望のみを覚ゆIるま“、ぞ先達も一人間な・るものを。
 ○本館新築未成の視費武も勉事の爆国を待って、あと二句余、。各
 部共1壷本作成1こ余念郡鮎・。手細壕轡馨旅夜即にお正
 見の爵気をぬ.う鯛の締.もかふ謙轡繋勤が。.こん繍
 境下ビうしお二十三号の編集を終える。

 0ン門(カド)・帥で雫行く・人に騎走あり"=
 ものふ本に〃師(毒鷹)がこの日東西に足せ走るから葡走と
 、し・うとも、叉一年の終り為果(しは)り月が転じ。て'駈走延な一I

 つたのだともいう"一とある。

 その騎走である。そして人工衛星に.始まった字蜜借窮と云わ

 れるこの一九五七年も暮れんとする時〃うしお〃もス∵つ牛

 を重ねる。

 (繍桑・部)

 φ一
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